












































































































































































































































































































































































































出版年 書名 分野 用例
1733 量地指南 測量術 用例ナシ
1734 町見弁疑 測量術 用例ナシ
1774 解体新書 医学 （1）奇縷管は奇縷をして上転して左の欠盆骨下の血脈に至さしめ、その血と淆化し、以てその血を盛んにし、心に帰養するこ
とを主る。（2）その主る所は、能く血を順にし、呼吸を進退し、兼て腸胃の運化を佐く。（3）則ち造化の大なりとは雖も、あ
に奇ならずや。
1777 管蠡秘言 外国風俗 （4）けだしその教化の至る所、実に遠大となすなり。（5）語に云く、礼失して野に求むと。あにかの諸邦故有と以為へる者、
三代の遺化ならざることを知らんや
1782 蘭学階梯 語学 （6）昭平百年、治化の盛んなる、官、象胥を設け、以て四方の善を択ぶも、また未だその書を得ず。

















1799 西洋画談 画論 （14）画も亦同理、西画は、只能造化の意をとるのみ。（造化：天地自然の理）
1801 鼓銅図録 冶金 （15）鎔化して鈹を取る図（20）既二鎔 ‐ 化





1805 和蘭通舶 地理学 （18）羅瑪（ローマ）ノ帝ハ世代婦ヲ娶ラズ。欧羅巴（ヱウロツハ）諸国ヨリ、教化ヲ修スル者相集リ、其門ニ学ブ。
1805 西説医範
提綱
医学 （19） 故ニ其精詳ナル 造化ノ秘□ヲ探リ。（20）方今治化隆盛余澤ノ及ブ所。（21） 運化活動ヲ司リ。人の強弱盛衰ノ由テ出ル
所ナレバ。凡乄病毒体二著ケバ。（22）能ク物ニ渗透シテ烊解融化シ。（23）又飽食充満スレバ性力劣弱ナル肝ノ胆液ニテハ尽
ク克化スル 能ハズ。（24）酸稀ニシテ能クニ浸透シ融解溶化シテ醸熟ヲ作ス故ニ能ク水殻ヲ化シテ乳糜トナラシム。


















1833 植学啓原 植物学 （40）皆一-種子ノ之所ニカヘル孵 ‐ 化（41）温者用同 ‐ 量。而溶 ‐ 化水亦能溶之。（42）水中之酸 ‐ 化金屬。（43）或有酸化銕















































































































































































1873 西周 生性発藴 （9）天地造化（10）人間開化総論（11）人間ノ交際并ニ體義ニ進ミ、風化ヲ開クノ一術一器トシテ理會ニ缺ク可ラサルノ屬具ナリ（12）
蓋シ植物ノ性、漸次ニ開発組織シ、僧非垤斯即チ植虫類ニ至ル、是レ植化シ動發スルノ始メトス（13）植物ノ生活ニ、必要ナル物
質ノ和合、解散ノ運化、陸續トシテ其中ニ行ハル、理、未タ明亮ナラサルカ上ヘニ、引類化同ノ法
1874 西周 致知啓蒙 （14）此分拆法ヲ、用ヒナハ、黄（コ）金ト銀トノ相混ハレルニ、硝酸ヲ灌キテ、銀ハ硝酸銀－化シ、黄金ノミ残レルヲ、サレハ、
致知学ニテハ、分解ト、総合トノ二法ニ従ヒ（15）学開化而口唱文明之徒能摸其浩大而遺其精幑
1874 西周 百一新論 （16）又易ニ聖人神道ヲ以テ教ヲ設クトアリテ神道トハ如何ナル物カ確ト承知イタサネド、観化ノ象ニ取リテ言）レタ辞ナレバ、
其教ヲ設クト云フモ今イフ教ノ意ニ協フテゴザルガ







1877 西周 利学 （21）解－剖生－理造－化－史諸学、皆極其精微シ、而テ至無形／間マ下有リ人、能ク二達スル此ノ本 ‐ 源之理二上者、漸ク二□－正レテ人
－間、之品 ‐ 一行ク、以テ下至テ風 ‐ 化（22）教 ‐ 育以二奏レ感化ノ之功、而申スルニ二以テレテ外 ‐ 部之権 ‐ 力而テ今マ若キレ丙為ル上 ‐

















































生物学語彙 （41）Assimilation同化作用（42）Carbonnte of lime炭化石炭（43）Differentiation分化（44）Dissolution溶化（45）Evolution醇化、進





















































































感化 造化 教化 溶化 融化 風化 
酸化 硫化 軟化 硬化 羽化 蛹化 
脱化 孵化 帰化 開化 退化 進化 
同化 轉化 法化 紅化 現化 漠化 










神化 徳化 分化 液化 炭化 美化 
眞化 薫化 訓化 鹸化 鋼化 人化 
垂化 善化 相化 俗化 脱化 榮化







1909 風化 造化 巡化 米化 英化 シヤモ化
1909
太陽
詩化 浴化 類化 空想化 具体化 芸術化 上流化 性格化 平民化 
滑稽化 具體化 政治化 哲學化 天來化 電氣化 







1911 国際化 一転化 急転化 戦場化 興行化 
世界語化　好感化 




1913 冷化 袁化 純臭化  利権争奪場化
塩専売化
（神戸又新日報）
1914 弥次化 欧州化 ボンチ化
1915 皇化 転化 現代化 新聞化 
1916 凡化 資金化
1917 民主化 軍閥化 穏健化 政党化
1917
太陽
浄化 鈍化 簡化 醜化 深化 陶化 
能化 遊化
茶道化 事実化 商業化 神話化 店員化 奴隷化 
流動化 韻文化 客觀化 具象化 愚劣化 形式化
結晶化 元祖化 骨董化 罪惡化 事實化 象徴化
深高化 神聖化 通俗化 模様化 溶液化 單一化


































1920 革化 赤化 沙漠化 白熱化 教室化 赤色化 暴動化 暴行化 





1921 藍化 重大化 内乱化 地方化 社会化 一般化 暴徒化 





1922 蝋化 苛性化 議会化 市民化 平和化 同盟化 高級化 




1923 零化 熱化 文化化 新式化 証券化 動力化 永久化 深刻化 




1925 好化 良化 法律化 普遍化 長期化 簡易化 有利化 予備化 





赤化 電化 惡化 合理化 異性化 映畫化 液状化 液體化 家畜化
感情化 企業化 戯曲化 近代化 愚像化 現實化
工業化 工場化 高尚化 高率化 山林化 産業化
私娼化 紙幣化 灼熱化 熟語化 娼婦化 小使化
職業化 生活化 精神化 賭博化 標準化 複雑化
文章化 便利化 暴力化 露骨化 論理化 國民化
























































































年代 漢字一字＋化 漢字一字以上＋化 漢語句＋化 地域名＋化 カタカナ語＋化
1927 純化 水化 実業化 憲政化 公園化 厳重化 困難化 
現物化 暴動化 簡便化 重大化 正義化 
漫画化 採算化 近代化 不定期化 
無産階級化 教育地方化 満蒙産業化 個人主義化 
1928 激化 紙化 法制化 暗黒化 左翼化 教育化 積極化 
実用化 左傾化 国民党化 
救済銀行化 検束問題重大化 議席問題重大化 産業合理化 モダン化 ディーゼル化
1929 簡単化 知能化 楽園化 大口化 強力化 
大型化 性欲化 順調化 職業化 民営化 
右翼化 複雑化 有力化 警察化 平準化 
反動化 空間化 真剣化 紛争化 白骨化 
全国化 国有化 不穏化 騒擾化 極右化
医療社会化 重大問題化 補修教育化 国際問題化 
極右反動化 大脅威化 小ブルジョア化  
デエゼル化 
1930 応化 標準化 表面化 消極化 徹底化 大衆化 
制度化 尖鋭化 説明化 卑俗化 事務化 
営利化 芸術品 運動化 酷熱化 均等化 




1931 党化 深化 技芸化 独占化 図案化 無電化 拡大化 
集団化 均衡化 能率化 現金化 坊主化 
工業化 平均化 一元化 王道化 組合化 
信託化 多角化 立憲化 狭小化 好況化










合理化 米国化 重大化 簡易化 大衆化 
企業化 険悪化 土賊化 普遍化 暗黒化 
大衆化 平等化 空文化 尖鋭化 土賊化 
機械化 良好化 現金化 商品化 
反乱軍化す 資金化 金融化 清新化 
同鞘化 修羅場化 表面化 専売化 
新鮮化 極力化 普遍化 一般化 猛烈化 
投機化 組織化 有効化 近代化 
固定化す 流動化 政党化 飼料化 
縮小化 立体化 擾乱化 有望化 領土化 
暴力化 強盗化 穏健化 猛烈化 合法化 
再映画化 定期契約化  郵便貯金化 経済一単位化 
航空国際化 一敵国化 不動産資金化
ドイツ化 テロ化 ファッショ化










具体化 険悪化 定期化 中立化 暴動化 
単一化 問題化 簡単化 映画化 徹底化 
不良化 共産化 奔流化 優秀化 独裁化 
本格化 深刻化 予算化 堅実化 常識化 
積極化 暗黒化 高級化 資金化 歌劇化 
白骨化 種繭化 条約化 灰色化 類型化 
高度化 恒久化 能率化 多角化 重大化 
濃度化 小口化 国有化 緊密化 機械化 






1934 俗化 同化 
好化
工業化 慢性化 田園化 図案化 強力化 
正常化 大戦化 短期化 一元化 実用化 
国粋化 武装化 濃厚化 緩漫化 確定化 
暴力団化 共同化 恒久化 講談化 
舞踊化 高級化 家庭化 演芸化 通俗化 
実際化 常態化 個別化 鋼鉄化 窮屈化 
証拠化 国産化 問題化 属領化 堅実化 
憲兵化 常態化 猛悪化 工業化 法律化 
寄席化 私娼化 国策化 平時化 法制化














穏健化 迅速化 浪曲化 組合化 軍用化 
単一化 恒久化 科学化 平穏化 
管絃楽化 職業化 孤立化 多面化 
官僚化 会社化 専門化 有望化 明朗化 
武装化 作業化 法令化 軍隊化 明朗化 
分散化 年度化 健実化 淑女化 傭兵化 
商品化 抗争化 重油化 立法化 緊密化 
武装化 白熱化 明朗化 農村化 窮乏化 
死物化 微温化 具現化 職業化 海軍化 
定期化 円滑化 一率化 明朗化 不穏化 
事業化 統一化 不良化
一貫作業化 機能高度化 独逸化 ジャズ化 
スピード化
1936 普化 平均化 安定化 堅実化 実用化 軍事化 
緊迫化 平穏化 資金化 徹底化 洋装化 
険悪化 確実化 属領化 独立化 国産化 
綜合化 左翼化 潤沢化 均衡化 圧制化 
普通化 叛乱化 同等化 立体化 施設化 
緊密化 均等化 地方化 普遍化 強力化 
恒久化 平明化 稀薄化 文書化 中央化 
混沌化 公平化 真剣化 露骨化 予算化 
社債化 極左化 強靭化 堅実化 洋画化 
有望化 綜合化 普遍化 立体化 輿論化 
健全化 芸術化 緊密化 統制化 古代化 
平静化 多角化 窮乏化 高級化 形骸化





1937 鈍化 集中化 規格化 政治化 孤立化 熾烈化 
浪曲化 美術化 平年化 中立化 担保化 
図案化 反動化 市街化 融通化 常態化 
真剣化 煩雑化 簡捷化 人道化 緊迫化 
熾烈化 露骨化 急迫化 常識化 万全化 
体制化 平静化 高度化 中立化 褐色化 
均一化 要塞化 公式化 明朗化 小説化 
秘密化 堅実化 無力化 敏捷化





1938 鈍化 劇化 
不安濃化
兵役化 蒼白化 熱濃化 普及化 速度化 
物語化 属国化 世界化 法人化 錯雑化 
画一化 便衣化 親密化 本格化 浪曲化 
杞憂化 共匪化 親独化 軍事化 要塞化 
孤立化 悪質化 武装化 焦土化 具体化 
濃厚化 敏活化 産組化 舞踊化 右翼化 
親日化 細分化 採算化 尖鋭化 木炭化 
色彩化 緑地化 焦土化 窮屈化










紛糾化す 無力化 困難化 洋画化 
健全化 武装化 新鋭化 緊密化 赤色化 
潤沢化  舞踊化  輿論化 冷却化 
国防色化 金属化 緊密化 明朗化 
組織化 色彩化 単一化 絶望化 全体化 
保護化 国民化 平準化 閑散化 慢性化 
有力化 濃厚化 熾烈化 清浄化 明朗化 
栄養化 集約化 有力化す 恒久化 
自由港化 巧妙化 法令化 尖鋭化 
脆弱化 水田化 簡捷化 映画劇化 
現金化 集中化 本格化す 平準化 
植民地化 細分化 徹底化せ 定説化 
多角化 均衡化 貧困化 白熱化 希薄化 
単純化 拡大化 熾烈化 明瞭化 中立化 
洋画化 緊密化 弱体化 平常化 中央化 
問題化 活溌化 全国化   
地方普遍化 関係緊密化 原因明白化 成績均等化 








健全化 有力化 緊迫化 簡捷化 独裁化 
高級化 真剣化 要塞化 稀薄化 政争化 
公園化 蛋白質化 手数料化 職業化 
全面化 綜合化 衛生化 社会化 緊密化 
歪曲化 不良化 禍根化 緊急化す 
自給化 単純化 企業化 下請化 無力化 
類型化 米粉化 傀儡化 低調化
「戦争党」化 組織化 属領化 積極化 
国粋化 濃厚化  微妙化 要塞化 
慎重化 精動化 協同化 繁忙化 平静化 
集中化 露骨化 同調化
統制経済綜合化 西南支独占化 国交調整条約化 
事態緊迫化 戦時体制化 大戦世界化 参戦情勢緊迫化 
補給線脆弱化 事態重大化 経営合理化 連絡容易化 
国共相剋激化 政府緊密化 気運表面化 手続簡易化 
全体主義化 身分法令化 ラングーン上海化 
日英関係困難化 保護領化 重点主義徹底化 手続簡易化 
市場狭隘化 人工連賃織化 配給不良慢性化 新体制完璧化 
浮動購買力化 戦時体制化 第２の西班牙化
西班牙化 ドラマ化
1942 単純化 仏の枢軸接近積極化 行政簡素化 提出書類簡略化 
役割積極化 行政簡素化 
1943 戦力化 要塞化 魔窟化 普遍化 簡捷化 
皇民化
極力効率化 配給円滑化 「草炭」工業化 徹底合理化 
航空決戦本格化 事務簡捷化 自主経済化 事務簡素化 
奇襲兵器化 立体戦凄烈化 反攻本格化 東亜隷属化
1944 簡素化 住宅化 国家資本一体化 大宮島基地化 内外地一体化 
統治行政緊密化
1945 明化 植民化 資本と経営綜合化 経済民主化 企業民主化 学校民主化 
皇宮警察民主化 犯罪兇暴化 
1946 非武装化




1950 円滑化 活発化 暴力化 戦時化 騒乱波状化す 戦乱局地化
1951 細分化 北海道基地化 中小造船救済問題化 非合法化 経営健全化 
演説問題化
1952 新政策具体化
1953 集中化 百貨店化 影響深刻化 算定方式単純化 国境正常化 方針明確化
1954 中立化 容易化 困難化 重点化 外交関係正常化 立法具体化 貿易自由化 空襲活発化 
選挙公明化 闘争長期化 
1955 健全化 合併具体化 漢字簡略化 軍事基地化 オートメーション化
1956 人気化 キプロス化
1957 社会化 国交正常化 非核武装化
1958 不良化 右傾化 民公社化 自由市化 為替自由化
1959 金化・銀化 平和化 弱体化 舞台化 国会正常化 国土美化
1960 系列化 定員化 洋風化 政治問題化 銀行国有化 選挙公明化 農村組織化 
用語平易化
オートメ化




1964 農政近代化 全国ネット化 財政硬直化 マンモス化 
ハリネズミ化
1965 潜行化 核禁化 投機化 非行化 企業化 
系列化 米国化
戦時経済化 口語体化 原潜基地化 アジア工業化




1967 高層化 宅地化 広域化 単純化 砂漠化 
柔軟化 巧妙化
ビル高層化 条約草案化 ネオナチ化
1968 無害化 無人化 多極化 定員化 分極化 
同質化
炭鉱国有化 高層ビル化 差別自由化 大幅自由化 
非合法化 凶悪・大型化 輸出商品高級化 軽量・小型化 
一部自由化 ワク弾力化 資料カード化





1975 敏速化 零細化 連邦化 旧式化 指数化 
急進化 あいまい化 飼料化 反米化 
市街化 電算化 母港化 駐車場化
国内民主化 大幅合理化 夫婦平等化 農村近代化 




1980 老齢化 移動式化 母性化 保守化 「国家補償」明確化 凶暴・集団化 老齢化・ミニ化 
「第二の郵貯」化
1984 「指示まち」化 「時なし野菜」化 「ゴミ箱会社」化 CD－ROM化
1985 緑化 数字化 砂漠化 宅地化 洋風化 円滑化 
事業化 情報化 歳出化 虚構化 家畜化 
活性化 地下鉄化
策動活発化 機械化栽培 政治問題化 常時営業化 
通信衛星事業化 通信自由化 高度情報化社会 
新与党化税制簡素化 分割・民営化 
政治問題化大衆社会化 政局流動化 高度情報化 経営効率
化 戦争中神格化 開発・商品化 「死の商人」化 
「自立の中堅企業」化 「動くオフィス」化
イベント化 ソフト化
1986 朝食化 「ボタン一押し」化 「新都市拠点整備事業」化
1987 「なつかしのメロディー」化 「張り子のトラ」化 
「切れ目なし」化
1988 地球温室化
1989 「読む漫画」化 「普通の人」化 「過去の人」化
「政治の世襲」化 「完全オープン」化 （23）
「完全週休２日制」化
1990 川柳化 がん化 温暖化 不燃化 
ひとり化





1991 「走る情報空間」化 「ルールなき市場」化 
「少量多品種」化 「経済ヤクザ」化 「生活文化産業」化 
「非核地域・中立国」化
1992 「一発勝負」化 「大学院重点大学」化 「工場生産」化 
「地域ニュース」化 「青空駐車場」化
1993 「香りのボーダーレス」化
1994 「小さな学校」化 「エコ（環境）オフィス」化 
「眠らない街」化
1995 宅地化 思想化 干陸化 淡水化 
世界遺産化 脚本化 広域化 共学化
「家電製品」化 脱国境化 中小商業活性化 社会問題化
「学校の後援会」化
「バイバイ」化
2000 老化 漢化 明文化 公園化 必修化 過疎化 堆肥化 
無害化 地下化 粉末化
男女共学化 少子化・人口高齢化 金融安定化 財政健全化 
開放・自由化金融再生・健全化 医療費無料化 超高齢化 



































2002 「子どもの墓地」化 「戦争のできるふつうの国」化 
「癒やしの公園」化 「機会の不平等」化 
「草の根運動」化 「夜更かし」化
2003 見える化 「裸の王様」化 「おたくの部屋」化 「駆け込み寺」化





2007 「いい人」化 「地域キャンパス校」化 「上り専用」化
「持ち分法適用会社」化 「ごみ屋敷」化 
2008 「バイオ燃料10％」化 「売る自由」化 「便利な場所」化 
「一発受験」化
2009 「陸の孤島」化 「公然の事実」化 「働く貧困層」化 
「どこでもネット」化 「シャッター通り」化
「ワンマン」化
2010 「世界の公用語」化 「普通の人」化 「唯一の目的」化
「道の駅」化 「受け身」化 「救命救急センター」化
2011 「みんなの会社」化
2012 「切（き）れる」化 「エネルギー生産都市」化 スマホ化
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ては「指示まち」化 「時なし野菜」化 「ゴミ箱会社」化などがある。
　2003年以降、「和語動詞＋化」の例「見える化」が出現した。2012年の「切れる化」がある。
　2012年「一億総スマホ化」のような用法がある。この用法については別稿に譲る。
８　まとめ
　以上から、「－化」は二字漢字熟語の後部要素から接尾辞へ移行したが、その過程において上述の
ようなさまざまな段階がある。意味的変化、「化」の自立性、二字漢語熟語の後部かどうか、前接部
の語種拡大、などがあったことが分かる。
　江戸中期、蘭学者の訳本に、「－化」が造語要素として使われた。中国の古典語や中国の科学著書
の影響を受けながら、日本語に合う語順で造語を行われた。造語のほか、古典語の意味変化も見られ
る。「－化」は意味的に接尾辞化が始まっていたと思われる。
　明治初期から明治中期まで、「－化」が造語要素として体系的に使われた。しかし造語がまだ二字
漢字熟語という制限から解除されていなかった。
　明治中期の新聞記事に、「－化」が接尾辞として多く見られるようになった。とくに地域名＋化の
用法が多く見られる。前接部がカタカナ語に拡大したあと、複合語＋化に拡大した。その後、和語前
接部が出現した。「－化」が日本語全部の語種を付けるようになった。
　明治の終わりごろから大正初期のあいだ、「－化」の前に修飾成分が付くようになった。二字漢字「完
全」、属性を表す接頭辞「大」「小」など、「－化」全体を修飾する接頭辞「再」などが出現した。
昭和中期、「－化」の前接部が名詞句に拡大し、例えば「二つの中国化」「動く基地化」のようなもの
がある。しかし、前接部は引用や比喩に限られる。
　平成になると、「－化」の前接部がさらに拡大し、和語動詞「見える化」や「一億総スマホ化」の
ような用法も見られるようになった。
　「－化」が表す属性の変化について、江戸中期では物事の物理的な性質・状態変化を表す。例えば「酸
化」「軟化」がある。明治前期になると、物事の構成成分の性質を表す用法が出現した。例えば「開化」
がある。明治中期の新聞記事では物事の構成成分の性質を表すほか、人の態度・特徴も表すようになっ
た。例えば「女性化」がある。昭和中期、比喩、つまり典型的な特徴を表す用法が出現した。
　以上は漢語接尾辞「－化」の成立、展開について、通時的に考察した。初出例の時間について、変
化する可能性があると思われるが、大きな流れは、以上のように結論できると考えられる。
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